
細分野 進捗度

【R5年1月】
28.6%

【R2年8月】
26.9%

細分野 進捗度

【R5年1月】
15.6%

【R2年8月】
23.6%

細分野 進捗度

【R5年1月】
33.2%

【R2年8月】
35.7%

「市民ができること」取組状況 【市民実感度調査 R5年1月実施】
「十分取り組んでいる」
+「取り組んでいる」

（参考）
R2年8月

① 13.8% 9.8%

② 15.1% 14.6%

③ 12.1% 11.4%

認知症について理解し、地域の中で支え、見守っている。

高齢者を地域の中で支え合う活動に参加している。

第1期基本計画期間の主要な取組と5年後のまち実現に向けて得られた成果【D】【C】

第1期基本計画期間で残った課題【C】

次期計画に向けた今後の方向性【A】

12,193

指標【C】

R4

「５年後のまちが実現していると
思う」+「どちらかといえば実現し
ていると思う」の割合

近所の１人暮らし高齢者を把握し支援している。

・市からの発信内容は住民それぞれ受け取り方が異なるので、引き続き工夫した情報発信をされたい。
・コロナ禍を経て、ボランティア自身の状態が低下していることが考えらえる。地域での活動を再開するときにボランティアが
いないという状況を避けるためにも、継続してボランティアの意欲向上を図られたい。

総合計画審議会からの「5年後のまち」実現に向けた提言等

5年後のまち【P】

②認知症高齢者や家族
を支える支援体制が進
んでいる。

市民実感度

「５年後のまちが実現していると
思う」+「どちらかといえば実現し
ていると思う」の割合

A：５年後のまちをすでに実現している　　B1：５年後のまちの実現に向けて順調に進んでいる　　B2：５年後のまちの実現に向けて概ね順調に進んでいる
C1：５年後のまちの実現にはもう少し努力が必要である　C2：５年後のまちの実現には努力が必要である　C3：５年後のまちの実現には相当努力が必要である

5年後のまち【P】

③ 住民主体の「通いの場」の数（箇所）（累計）
※補助指標あり

目指す値 実績値

R4

第1期基本計画期間で残った課題【C】

R4

1-2-1 高齢者保健福祉・地域福祉

5年後のまち【P】

①自助・互助・共助・
公助のバランスの取れ
た包括的な支援・サー
ビスの整備が進んでい
る。

市民実感度

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

指標【C】

R4

実績値目指す値

①介護予防･日常生活支援総合事業参加人数(人)

155,718

第1期基本計画期間の主要な取組と5年後のまち実現に向けて得られた成果【D】【C】

②
認
知
症
対
策

③
地
域
福
祉
活
動

③地域住民が地域福祉
活動に参加しやすい環
境が整い、住民同士の
支え合いが広がってい
る。

市民実感度

指標【C】

② 認知症サポーター養成人数（人）（累計）

目指す値 実績値

R4 R4

175

「５年後のまちが実現していると
思う」+「どちらかといえば実現し
ていると思う」の割合

第1期基本計画期間の主要な取組と5年後のまち実現に向けて得られた成果【D】【C】

次期計画に向けた今後の方向性【A】

第1期基本計画期間で残った課題【C】

次期計画に向けた今後の方向性【A】
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小分野：各施策の大綱を構成する最も基本的な単位となる３０の施策。
1

細分野：３０の小分野

のもと、７９の細分野

を設定したもの。

2

５年後のまち：各細分野

において、市民や事業者、

行政が共に５年後に実現

を目指す将来の暮らしや、

まちの姿、行動を示した

もの。

3
第1期基本計画期間（令和元年～令和4年度）に実施した主な取組と、その取組が「5年後

の

まち」の実現に向けてどういった成果を挙げたか、各課で記載しています。

5

「５年後のまち」について、市民の実感としてまち全体がどの程度

実現しているかをアンケートで調査。

※令和5年1月実施、市民実感度調査結果を追記しています。

９

第1期基本計画期間（令和元年～令和4年度）を通じて、「5年後のまち」実現に向けて残された課題やより一層推進し

ようと考えていることなどを記載しています。

6

上記課題を踏まえて、次期計画期間（Ｒ6～Ｒ9年度）に取り組む方向性や課題解決に向けて検討している内容を記載し

ています。

7

「市民ができること」について、市民の取組状況をアンケートで調

査。

※令和5年1月実施、市民実感度調査結果を追記しています。

10

５年後のまちの実現に向けて、その達成度を測る「もの

さし」として設定した指標の実績値及び各年度におい

て目指す値。

※検証シート作成のタイミングの関係で、「暫定値」又

は「集計中」となっている箇所が多々あります。令和5

年度に確定値に更新する予定です。

8

５年後のまちの進捗度を6段階で選択

Ａ：５年後のまちをすでに実現している

Ｂ1：５年後のまちの実現に向けて順調に進んでいる

Ｂ2：５年後のまちの実現に向けて概ね順調に進んでいる

Ｃ1：５年後のまちの実現にはもう少し努力が必要である

Ｃ2：５年後のまちの実現には努力が必要である

4

前年度総合計画審議会からいただいたご意見等を記載。

今年度の部会終了後、更新いたします。

11

令和5年度が第2期基本計画策定の年度になりますので、今回の検証は単年度ではなく第1期基本計画期間（令和元年～令和4

年度）を対象とします。


